
第２号様式 

事 業 計 画 書（１） 

事 業 名 三島花いっぱい事業 

事業の目的・内容 

［目的］ 

 住民による緑化に対する関心を高め、花を育てることを通じて、人の輪

とまちづくりの推進を図る。 

 

［内容］ 

希望者（個人、団体等）を集い、各町内のメイン道路付近を花いっぱいに

し、「花いっぱい三島」をＰＲするため、花植えに関する講習会を開催する。

 花植えは春苗と秋苗の年２回行い、平成２３年度の花いっぱい運動時のサ

テライト会場となる中央公園の周辺道路を花いっぱいにして来場者をもて

なす。 

 また、緑化推進を図るための交流の場を設け、個人はもとより、実施団体

の形成や育成へとつなげて、将来的にはまちづくり団体の一員として、コミ

ュニティ活動の推進を図る。 

 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○地域内外からのイベント参加者に三島の美しさ、花のある素敵な環境を見てもら

うことで、三島のイメージアップを図る。 

○平成 23 年度の花いっぱい運動時のサテライト会場を花いっぱいにすることで、

来場者をもてなし、地域のＰＲを図る。 

○地域に花づくり団体を育成することで、住民が主体となった花いっぱい運動の

継続的な活動が見込める。 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジ ュ ー ル 

【スケジュール】 

平成22年 ４月   希望者募集 

５月     春の花苗講習会及び実習 

     ６月   玄関前等に陳列 

     10月   秋の花苗講習会及び実習 

     12月以降 今後のスケジュール調整 

          組織作りの検討 

            

     ５月  サテライト会場付近に陳列 

備 考 

 

 

 

 （注）１ 事業の内容は，詳細に記載してください。（別紙も可） 



第２号様式 

事 業 計 画 書（２） 

事 業 名 里山整備と健康づくり事業 

事業の目的・内容 

［目的］ 

三島地域の緑豊かな里山を整備することで、これまで眠っていた地域資

源の再発見を進める。整備した里山をウォーキングコースとして利用し、

利用者の健康づくりと交流を進める。 

 

［内容］ 

鳥越及び逆谷地域で実施する 

・里山散策コースの研究と整備 

・里山内の花木へ名札の作成と設置 

・旧跡の紹介看板の作成と設置 

・旧跡を巡るウォーキング交流会 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○地域の歴史、文化等が住民に再認識されることで、郷土への愛着心の増進

が期待できる。また、他地域にも発信することで地域資源をアピールし、

交流を図れる。 

○地域内活動の推進と世代間の交流を進めることにより、地域の親睦が向上

し、地域住民が連携して活動する際の具体的対応が実現しやすくなる。 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジ ュ ー ル 

【スケジュール】 

「鳥越地域」 

平成 22 年 ５月～６月 里山散策コース整備計画の検討 

      ７月～９月 散策コースの整備 

       10 月頃   里山散策交流会の実施 

 

「逆谷地域」 

平成 22 年 ５月～６月 里山散策コース整備計画の検討 

      ７月～９月 散策コースの整備 

     10 月頃    里山散策交流会の実施 

     11 月～12 月 次年度整備事業の検討・準備 

 

備 考 関係町内会と実施スケジュールについて調整中 

 （注）１ 事業の内容は，詳細に記載してください。（別紙も可） 



第２号様式 

事 業 計 画 書（３） 

事 業 名 そばまつり月間事業 

事業の目的・内容 

［目的］ 

 三島地域では、そば打ちに関する人気、ニーズは大きいものがあるがこ

れまで地域内でそば打ち関係行事を行っている町内会等は４～５団体。各

団体とも地元住民のみを対象として実施しているが、本事業で三島地域全

体を対象として実施することにより、子供からお年寄りまで世代を超えた

交流を図るとともに、町内会内外や三島地域内外の住民間の親睦を図る。

 

［内容］ 

１ヶ月間の期間を「そばまつり月間」に設定し、その期間中の日曜(また

は土曜)日は三島地域のいずれかの団体がそば打ちを実施しているよう、各

団体間で開催スケジュール等を調整し、「そばまつり月間」事業を実施する。

 また、その中心となるイベントとして、三島地域認定農業者連絡協議会等

からみしま会館など収容人数の大きい施設で、そば打ち体験イベントを実施

してもらい、各地域で実施のそばまつり月間をＰＲしてもらう。 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○そばまつりイベントが定着することで、地域内でのそばの作付け面積が拡大し

て、米の生産調整に伴う農地の保全管理対応や耕作放棄地の解消の一助に

なることが期待される。 

○地域内外の参加者から三島産のそばを打ってもらうことで、三島産そばのＰＲと

地域ブランド化の促進が図れる。 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジ ュ ー ル 

【スケジュール】 

平成22年 ６月上旬  各団体への説明、スケジュール調整 

７月下旬  イベント内容の検討 

９月下旬  イベント準備会議 

10月上旬  チラシ作成・発送 

11 月下旬  そば祭り月間事業スタート 

備 考 

 

 

 

 （注）１ 事業の内容は，詳細に記載してください。（別紙も可） 



第２号様式 

事 業 計 画 書（４） 

事 業 名 第 26 回みしま西山連峰登山マラソン大会おもてなし事業 

事業の目的・内容 

［目的］ 

 大学の長距離選手を招き参加者と一緒に走ってもらう。また、前日には

トレーニングの仕方などについて指導していただくとともに、一般家庭に

宿泊していただき地域の皆さんと触れ合う機会を提供し、継続的な交流の

きっかけ作りの場を提供することにより地域活性化の起爆剤としたい。 

 

［内容］ 

・大学陸上部のランナーを招待して一緒に走ってもらう。 

・陸上部員から講師になってもらい、地元小中学生に対して走り方教室など

の指導を受けたり、民泊希望を募ったりしてふれあいの場を設ける。 

・コース途中にカメラを設置して、ライブ映像を本部やゴール付近にいる一

般者に見てもらう。 

・参加者に対して、大会名やネームの入った記念のキーホルダーを参加賞と

して配布し、次回への参加を促す。 

・完走後のランナーに対して、足の疲れを取ってもらうため青竹踏みをして

もらい、青竹は記念に持ち帰ってもらう。 

・開・閉会式会場におもてなしテントブースを設けて、地元特産品などをＰ

Ｒしたり、参加ランナーと地域住民が交流したりする場を設ける。 

・給水所に応援テントを設置し、地域住民からのボランティアによるドリン

クや軽食の提供、選手への激励を行う。 
 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○大学陸上部のランナーを招待して一緒に走ってもらうだけでなく、ランニング教

室等の交流の機会を作ることで、今後の継続的な交流のきっかけとできる。 

○選手や来場者をおもてなしすることで、地域の一大イベントであるマラソン大会

をさらに地域内外にＰＲすることができる。 

○地域住民からボランティアで大会運営に参加して、大会に愛着を持つことで、さ

らなる地域の活性化が期待できる。 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジ ュ ー ル 

【スケジュール】 

平成22年 ４月～５月  招待ランナーとの日程調整 

            おもてなし準備（青竹切り等） 

５月15日      ランニング教室の開催 

       招待ランナー地域の一般住民宅へ民泊 

     ５月16日   大会当日 

    ６月～    次回招待ランナーの調整 

備 考 

 

 

 

 （注）１ 事業の内容は，詳細に記載してください。（別紙も可） 



第２号様式 

事 業 計 画 書（５） 

事 業 名 みしま和太鼓育成活動事業 

事業の目的・内容 

［目的］ 

 三島地域に新たに和太鼓の会を発足させて、地域イベントを盛り上げる

とともに、地域内外の交流を通して地域の活性化を図る。 

 

［内容］ 

・（仮称）みしま和太鼓の会の設立 

  ２１年度に募集したメンバーにより、（仮称）みしま和太鼓の会を設立

する。その後も入会希望は随時受け付ける。 

・和太鼓の練習 

  毎週水曜日（第２を除く）に、みしま会館等で和太鼓の練習を実施する。

 ・イベントへの参加 

  地域内のイベントに参加して、太鼓演奏を披露する。 
 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○地域に新たな太鼓団体を発足させることで、他地域にある太鼓団体との交流が

進み、地域のイベントの盛り上がりが期待できる。 

○他地域の太鼓団体との交流やイベントへの参加により、地域外の住民に対して

三島地域の新しい魅力のＰＲが図れる。 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジ ュ ー ル 

【スケジュール】 

平成 22 年 ４月   練習会 

和太鼓の会を設立 

      ５月      オリジナル曲の製作・準備 

８月   オリジナル曲の完成・練習 

      11 月頃  地域のイベントに出演・披露 

 

※以降については、太鼓技術の修練をしながら、各種イベントに出演・披

露していく。 

備 考 

・２、３月と月３回ずつ練習を実施し、現在のメンバーは１９人（小学生を含む） 

・４月は第２を除く水曜日（７日、21 日、28 日）の 19 時～21 時に、みしま会館で

練習を実施した。 

 ５月以降も第２を除く水曜日にみしま会館で練習を続ける。講師は、引き続き

長岡青悠会の渡辺さんにお願いしている。 

・５月に正式な会の設立に向けて、現在会員で規約等を最終検討中。 

・８月完成を目処にオリジナル曲の製作を渡辺さんと打ち合わせ中。 

 （事業の決裁が降り次第、契約等の事務は進める） 

・披露については、10 月の文化協会発表会、12 月のコミセンまつりをとりあえ

ずの目標とする。 

 （注）１ 事業の内容は，詳細に記載してください。（別紙も可） 


